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平 成31年 度
一般会計予算

対前年度比1.5％減
81億 8810万円

[ 自主財源 ]町税、分担金及び負担
金、使用料及び手数料、財産収入、
寄附金、繰越金等が該当し、町が
自主的に収入しうる財源。自主財
源の比率が高いほど、自主的な財
政運営ができることとなる。
[ 依存財源 ]地方交付税、国庫支出
金、地方譲与税、町債等、国や県
に依存するかたちで調達する財源。

※グラフ中の％は構成比を表す。
※数値は端数を処理し、表記単位を万円としてあります。

●自主財源科目（赤文字）

　①町税
　②繰入金
　③繰越金・その他
　④諸収入
　⑤使用料及び手数料
　⑥分担金及び負担金

※自主財源比率：28.6％
※依存財源比率：71.4％

歳入合計
81億8810万円

歳出合計
81億8810万円

地方交付税 44.0%
36億円

町債 11.3%
9億2830万円

国庫支出金 6.4%
5億2529万円

②繰入金 4.7%
3億8427万円

③繰越金・その他 3.9%
3億1776万円 ④諸収入 1.8%

1億4553万円

①町税 16.3%
13億3134万円

地方消費税交付金 2.6%
2億957万円

県支出金 5.6%
4億6326万円

交付金 0.6%
5069万円

⑤使用料及び手数料 1.0％
8308万円

⑥分担金及び負担金 0.9％
7628万円

地方譲与税 0.9%
7273万円

民生費 26.6%
21億8147万円

総務費 24.0%
19億6539万円

教育費 11.0%
9億258万円

衛生費 11.2%
9億1893万円

土木費 9.3%
7億5955万円

消防費 2.9%
2億3450万円

商工費 1.4%
1億1420万円 議会費 0.9％

7340万円 その他 4.4%
3億5845万円

農林水産業費 3.3%
2億7260万円

公債費 5.0％
4億703万円
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平成31年度一般会計予算などを可決
第1回定例会

　3月定例会は、3月５日から19日までの15日間の会期で開かれた。
　今定例会では、予算の審議を中心に、町長から提案され31年度一般会計予算及び特別会計予算を
はじめ30年度各補正予算、条例の一部改正などの議案43件について審議し、全員賛成または賛成
多数によりすべての議案を原案通り可決した。また、追加提案された副町長の選任、教育長・教育委
員の任命についても、全員賛成により同意した。
　なお、3月6日の一般質問では5人の議員が登壇し、町政全般にわたり活発な質疑が展開され、町
当局の考え方を問いただした。

事業名等 事業費 内容説明

合併１５周年記念式典・事業 2271万円 町の軌跡をたどるとともに町の歌を披露　各種イベントの開催

子育て支援の充実 1660万円 修学旅行費の全額負担・校外学習への補助

中学校新校舎等整備事業 751万円 新中学校を町の中心へ建設するため各種調査事業を実施

健康増進施設等整備事業 1276万円 健康増進に向けＰＦＩを活用した施設整備と運営に向けた調査事業

消防団活動服更新事業 1600万円 消防団員が着用する耐炎性を備えた高機能消防活動服の購入

旧小中学校校舎他施設活用事業 631万円 旧大河内小複合用途改修実施設計業務　地域拠点施設として機能整備

保育所空調設備整備事業 818万円 町立保育所エアコン設置工事　４カ所

起業支援及び新規事業所誘致 900万円 町内での創業や新規事業者の誘致に対する支援事業

農業振興による６次産業化 4323万円 あけぼの大豆による町の活性化を推進する事業（収穫体験事業・商品開発等）

観光資源魅力アップ事業 7416万円 しだれ桜の里植栽管理・景観整備工事　みのぶ自然の里指定管理費等

地域おこし協力隊事業 2998万円 あけぼの大豆の生産や観光振興事業に従事　7人分

移住・定住の促進事業 1144万円 転入者・在住者新築住宅祝金　転入者住宅購入祝金等

教育環境質的向上事業 3659万円 英語指導助手の小・中学校配置　4人　タブレット型パソコンの貸与等

プレミアム付商品券交付事業 8585万円 国の消費税増税対策　子育て世帯や低所得者への助成事業

会計名称 予算額（当初） 増減 (％ )

国民健康保険 16億7827万円 ▲7.1

後期高齢者医療 4億7674万円 ▲3.0

介護保険 22億4774万円 ▲0.8

介護サービス事業 1149万円 14.7

簡易水道事業 8億5003万円 ▲23.2

農業集落排水事業等 3073万円 ▲9.8

下水道事業 4億7993万円 9.0

下部奥の湯温泉事業 882万円 33.0

その他12財産区 462万円 12.0

合　　計 57億8837万円 ▲6.1

[ 特別会計 ]
一般会計とは別に設けられ、独立した経理管理が行な
われる会計のことをいう。一般会計における単一予算
主義の原則に対する例外となっている。単一予算主義
の原則とは、国・地方公共団体の会計について、すべ
ての歳入・歳出などを単一の会計で経理する原則をい
う。しかし、特定の歳入（上下水道料金、各種保険料
など）をもって特定の事業を行なう場合、この原則に
固執すると、かえって個々の事業の収支損益や資金管
理などが不明となり、好ましくない場合がある。その
ようなことを避けるため、例外的に一般会計から切り
離して独立の会計を設けて経理を行うのが特別会計
である。もっとも、一般会計から特別会計への繰り入
れもあるため、完全に独立しているわけではない。

平成31年度一般会計当初予算に計上された主な事業

平成31年度 特別会計予算額
対前年比：▲印 減
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集
客
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は

法
人
設
立
に
よ
る
広
域
管
理
も
ひ
と
つ
の
手
法

問　

町
内
の
集
客
施
設
（
み
の
ぶ

自
然
の
里
、
道
の
駅
し
も
べ
、

本
栖
湖
の
キ
ャ
ン
プ
場
、
下
部

温
泉
会
館
、
み
の
ぶ
・
ゆ
ば
の

里
、
な
か
と
み
和
紙
の
里
、
湯

之
奥
金
山
博
物
館
、
門
野
の
湯
）

の
管
理
運
営
は
、
町
が
中
心
と

な
り
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
公

益
法
人
を
設
立
し
、
こ
の
組
織

が
す
べ
て
の
指
定
管
理
者
と
な

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が

町
長　

第
三
セ
ク
タ
ー
は
、自
治

体
と
民
間
企
業
と
が
共
同
出
資

し
て
事
業
を
経
営
し
、自
治
体
の

経
営
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
ほ
か
、

民
間
の
効
率
性
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。規
模
の
大
き

な
集
客
施
設
は
、旧
町
時
代
に

整
備
し
た
施
設
が
多
い
。各
地

域
と
の
関
わ
り
の
強
い
面
も
あ

る
。運
営
に
つ
い
て
は
町
の
直
営

か
、そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
管
理
者

に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

広
域
的
に
連
携
し
て
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

は
強
く
感
じ
て
い
る
。第
三
セ
ク

タ
ー
も
そ
の
ひ
と
つ
の
手
法
だ

と
考
え
る
。現
在
、そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
検

討
を
始
め
て
い
る
。
特
に
下
部

温
泉
会
館
の
よ
う
に
施
設
の
更

新
と
と
も
に
管
理
運
営
に
つ
い

て
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
施
設
も
あ
る
。
提

案
の
公
益
法
人
の
設
立
に
つ
い

て
も
今
後
の
参
考
と
す
る
。

関
連
質
問　

▽
集
客
施
設
の
現
状

分
析
・
問
題
点
等
を
踏
ま
え
、

今
後
の
管
理
運
営
の
あ
り
方
は

み
の
ぶ
自
然
の
里

問　

開
設
か
ら
１
年
が
経
過
し

た
。集
客
の
た
め
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の

提
携
に
つ
い
て
、そ
の
成
果
は

観
光
課
長　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
は
販
売
促

進
施
策
業
務
、Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

運
営
業
務
、研
修
業
務
、施
設
運

営
コ
ン
サ
ル
業
務
の
４
事
業
に
つ

い
て
委
託
契
約
を
し
て
い
る
。い

ず
れ
も
問
題
な
く
実
施
さ
れ
た
。

問　

コ
ン
サ
ル
会
社
よ
り
管
理
運

営
に
つ
い
て
経
営
指
導
を
受
け

て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は

観
光
課
長　

多
方
面
に
わ
た
り
集

客
の
向
上
の
た
め
の
指
導
を
受

け
て
い
る
。
今
後
、
徐
々
に
成

果
が
期
待
さ
れ
る
。

問　

運
営
に
関
し
て
コ
ン
サ
ル
会

社
を
活
用
す
る
の
も
よ
い
が
、採

算
性
や
集
客
力
の
向
上
を
は
か

る
に
は
、民
間
企
業
で
の
経
験
豊

富
な
人
材
を
外
部
か
ら
登
用
す

る
こ
と
も
有
効
だ
。今
後
、外
部

人
材
の
登
用
を
考
え
て
い
る
か

観
光
課
長　

売
上
や
利
用
状
況
、

宿
泊
プ
ラ
ン
の
状
況
、外
部
委
託

の
成
果
な
ど
の
分
析
を
踏
ま
え

る
中
で
、指
定
管
理
者
で
あ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
み
の
ぶ
観
光
セ
ン
タ

ー
と
協
議
し
な
が
ら
利
用
者
の

増
加
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　【
そ
の
他
の
質
問
】

　

▽
職
員
の
人
事
評
価
制
度
▽
職

員
の
人
材
育
成
▽
職
員
の
外
部

か
ら
の
人
材
登
用
▽
平
成
31
年

度
予
算
の
基
本
的
な
考
え
方
▽

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
予
算
措
置
▽
予
算
の

執
行
に
当
っ
て
は
、町
内
企
業
の

受
注
機
会
を
増
や
す
努
力
が
求

め
ら
れ
る
が
、当
局
の
見
解
は

問

答

伊藤達美 議員

ここが聞きたい！

一 般 質 問

みのぶ自然の里

【
Ｐ
Ｆ
Ｉ（
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）】公
共

施
設
等
の
設
計
、建
設
、維
持
管
理

及
び
運
営
に
、民
間
の
資
金
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
民
間
主
導
で
行
う
こ
と
で
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
図
る
と
い
う
考
え
方
。
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問　

瀧
本
副
町
長
は
約
束
の
２
年

間
が
経
過
す
る
が
４
月
以
降
も

引
き
続
き
就
任
す
る
の
か

町
長　

県
で
も
必
要
と
さ
れ
て
い

る
人
材
で
、２
年
を
超
え
る
こ

と
は
認
め
て
も
ら
え
な
い
。

問　

副
町
長
の
仕
事
振
り
は
ど
う

だ
っ
た
か

町
長　

行
政
経
験
、
実
績
と
も

申
し
分
な
く
町
政
運
営
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
た
だ
き
、
仕
事

に
対
す
る
取
り
組
み
方
、
ス
ピ

ー
ド
感
な
ど
職
員
の
仕
事
に
取

り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
た
だ

き
、
職
員
か
ら
の
信
望
も
厚
く

本
町
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス

と
な
っ
た
。

問　

副
町
長
は
こ
の
２
年
間
を
振

り
返
り
印
象
や
感
想
は

副
町
長　

多
く
の
事
業
や
事
務
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

町
民
や
議
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
町
長
や
職
員
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

心
か
ら
感
謝
を
し
て
い
る
。
特

に
本
町
に
つ
い
て
、
改
め
て
た

く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
、
そ
し

て
可
能
性
が
あ
る
町
と
い
う
感

想
を
持
っ
て
い
る
。
人
情
味
あ

ふ
れ
る
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
特
産

品
な
ど
の
新
旧
た
く
さ
ん
の
魅

力
を
さ
ら
に
育
て
、
磨
き
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
個
性
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
町
、
そ
れ
が
身
延
町
だ
と

思
っ
て
い
る
。

問　

次
期
副
町
長
は
、
ぜ
ひ
職
員

の
中
か
ら
登
用
す
る
よ
う
に

町
長　

今
後
、
職
員
も
含
め
て
人

選
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

人
口
減
少
対
策

問　

人
口
減
少
の
今
後
取
り
組
む

べ
き
課
題
は

企
画
政
策
課
長　

雇
用
の
場
の
確

保
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、合

同
就
職
フ
ェ
ア
を
都
内
で
開
催

す
る
な
ど
、県
内
企
業
の
求
職

情
報
の
発
信
、マ
ッ
チ
ン
グ
の
場

の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
問　

未
婚
率
や
出
生
数
を
増
や
す

対
策
は

企
画
政
策
課
長　

結
婚
相
談
と
出

会
い
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。子
ど
も
の
数
を
増
や
す
こ

と
に
つ
い
て
は
、総
合
戦
略
に

よ
る
支
援
制
度
の
拡
充
、新
た

な
支
援
策
に
よ
り
安
心
し
て
出

産
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

問　

宅
地
分
譲
等
は
造
成
を
し
な

い
で
、
か
つ
、
無
償
で
譲
渡
す

る
な
ど
、
分
譲
方
法
の
検
討
は

企
画
政
策
課
長　

造
成
を
し
な
い

こ
と
に
よ
る
分
譲
方
法
も
１
つ

の
案
と
し
て
、
検
討
し
て
い
く
。

ゆ
る
キ
ャ
ン
△
効
果

問　

山
梨
中
銀
経
営
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
株
式
会
社
と
山
梨
大
学

が
地
域
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
共
同
で
調
査
を
実
施
し
、
検

証
し
た
が
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
地
元
か
ら
の
こ
れ
ら
に
対

す
る
要
望
等
は
あ
る
の
か

企
画
政
策
課
長　

下
部
地
区
の
未

利
用
公
共
施
設
活
用
検
討
委
員

会
で
は
、
旧
下
部
小
中
の
校
舎

に
つ
い
て
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ン
△

の
聖
地
と
し
て
の
活
用
、
ま
た
、

校
庭
に
つ
い
て
は
、
聖
地
と
し

て
の
固
定
化
を
図
る
た
め
、
キ

ャ
ン
プ
場
と
し
て
活
用
す
る
と

い
う
提
案
も
さ
れ
て
い
る
。　

次
期
副
町
長
は
、
ぜ
ひ
職
員
の
中
か
ら

職
員
も
含
め
て
人
選

問

答

一 般 質 問

赤池　朗 議員

瀧本副町長



6

望月悟良 議員

一 般 質 問

中
部
横
断
自
動
車
道
を
活
用
し
た
観
光
振
興
策
は

関
係
者
と
連
携
し
、
周
遊
コ
ー
ス
を
提
案

問　

観
光
拠
点
整
備
と
周
遊
コ
ー

ス
の
設
定
は

観
光
課
長　

中
部
横
断
自
動
車

道
の
一
部
開
通
に
よ
り
、
中
京

方
面
を
は
じ
め
静
岡
空
港
を
利

用
し
た
海
外
か
ら
の
観
光
客
の

皆
さ
ん
も
本
町
を
訪
れ
や
す
く

な
る
と
思
う
の
で
、
ク
ラ
フ
ト

パ
ー
ク
内
に
植
栽
し
た
５
千
本

以
上
の
し
だ
れ
桜
と
、
身
延
山

久
遠
寺
の
し
だ
れ
桜
や
下
部
温

泉
郷
な
ど
の
連
携
を
関
係
者
と

協
議
し
な
が
ら
体
制
を
整
え
、

町
内
の
観
光
施
設
等
を
周
遊
で

き
る
コ
ー
ス
を
提
案
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

歴
史
文
化
資
源
の
観
光
振
興

活
用
は

生
涯
学
習
課
長　

町
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
化
石
公

園
や
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
町

内
小
学
校
の
校
外
学
習
や
歴

史
研
究
会
、
社
会
教
育
団
体
の

見
学
等
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
。
31
年
４
月
１
日
よ
り
文
化

財
保
護
法
及
び
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
町
で

は
国
や
県
、
他
市
町
村
の
動
向

を
踏
ま
え
つ
つ
、
文
化
財
を
観

光
資
源
と
し
て
積
極
的
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
調
査
・
研
究
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

問　

予
算
編
成
に
あ
た
り
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
生
か
し
方
は

財
政
課
長　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
活
か
し
方
に
つ
い
て
は
、
Ｐ

（
プ
ラ
ン
）
を
予
算
と
し
、
予

算
執
行
が
Ｄ
（
ド
ゥ
）　

ま
た

決
算
監
査
で
の
評
価
と
し
て

Ｃ
（
チ
ェ
ッ
ク
）
を
し
っ
か
り

行
い
、
合
わ
せ
て
事
業
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に

よ
る
改
善
が
Ａ
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）

だ
と
考
え
て
い
る
。

民
間
所
有
地
の
活
用

問　

民
間
所
有
土
地
が
荒
廃
し
、

環
境
悪
化
を
招
い
て
い
る
が
、

行
政
が
積
極
的
に
関
与
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
る
か

企
画
政
策
課
長　

町
の
土
地
利
用

方
針
と
し
て
、
工
業
用
地
に
つ

い
て
は
中
部
横
断
自
動
車
道
や

産
業
、
物
流
の
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
状
況
お
よ
び
企
業
に
よ
る
工

場
進
出
の
動
向
を
踏
ま
え
る
中

で
、
必
要
な
用
地
の
確
保
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
関
係
機

関
等
と
の
連
携
を
図
り
、
企
業

進
出
の
動
向
に
注
視
し
つ
つ
情

報
収
集
を
行
い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

▽ 

町
の
将
来
像
の
実
現
へ
、
予
算

編
成
方
針
は

▽
休
眠
施
設
の
積
極
的
活
用
案
と

し
て
、
廃
校
校
舎
を
活
用
し
、

自
主
財
源
の
確
保
策

▽
定
住
対
策
の
一
環
と
し
て
、
町

外
勤
務
者
に
対
す
る
支
援
策

問

答

歴史民俗資料館（八日市場）
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問　

県
の
重
度
心
身
障
が
い
者
医

療
費
助
成
制
度
は
、窓
口
無
料

か
ら
一
時
払
い
に
変
更
さ
れ
た
。

お
金
の
工
面
が
で
き
ず
病
院
に

行
け
な
い
と
言
う
声
を
聞
く
。

ひ
と
月
で
10
人
の
医
療
費
が
支

払
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
調
査

結
果
が
出
た
が
、町
と
し
て
追

跡
調
査
は

福
祉
保
健
課
長　

個
々
の
事
情
が

あ
り
、す
べ
て
医
療
費
の
用
立　

て
が
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
で

は
な
い
。

問　

国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
解
消
待
ち

で
は
窓
口
無
料
に
は
な
ら
い
。

　

町
が
重
度
障
が
い
者
の
命
を
救

う
立
場
で
進
め
て
欲
し
い
が

町
長　

今
、町
の
財
政
を
見
て
も

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
避
け
た
い
。各

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
国
に

働
き
か
け
て
い
く
の
が
賢
明
な

対
応
。

廃
校
後
の
遊
具
な
ど
の
管
理

問　

旧
下
部
小
学
校
の
校
庭
に
、

伐
採
し
住
民
が
薪
に
使
っ
た　

後
の
桜
の
木
が
長
期
間
放
置
し

て
あ
る
理
由
は

学
校
教
育
課
長　

校
庭
の
隅
に
集

積
し
て
置
い
た
の
で
利
用
に
あ

た
っ
て
は
迷
惑
に
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
た
が
、今
後
は
一
層
の

配
慮
を
心
が
け
る
。

問　

廃
校
に
な
っ
た
校
庭
の
遊
具

の
点
検
は
ど
う
す
る
の
か

生
涯
学
習
課
長　

専
門
業
者
に
点

検
業
務
委
託
を
し
て
い
る
。
事

故
防
止
の
た
め
の
看
板
設
置
な

ど
管
理
に
は
十
分
注
意
を
払
う
。

問　

校
庭
の
管
理
は
ど
う
し
て
い

く
の
か

生
涯
学
習
課
長　

５
月
か
ら
10
月

ま
で
月
２
回
ほ
ど
定
期
的
に
整

備
を
委
託
し
校
庭
の
状
況
に
目

を
配
っ
て
い
る
。

問　

閉
校
し
生
涯
学
習
課
の
管
理

す
る
施
設
が
増
え
た
が
、こ
れ

ま
で
の
体
制
で
大
丈
夫
か　

町
長　

現
状
把
握
を
と
言
っ
て
い

る
が
、確
か
に
管
理
す
る
施
設

が
増
え
た
。今
後
の
体
制
を
検

討
し
た
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

予
防
接
種
の
補
助

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
し
た
い
が
、保
護
者
の
負
担

が
大
変
と
い
う
声
が
あ
っ
た
が　

子
育
て
支
援
課
長　

町
長
か
ら
対

策
検
討
の
指
示
を
受
け
予
防
接

種
へ
の
補
助
金
の
検
討
を
開
始

し
た
。

農
業
用
水
路
取
り
入
れ
口
の

整
備
の
住
民
負
担
軽
減

問　

耕
作
者
が
減
る
中
、農
業
を

守
る
た
め
皆
さ
ん
が
努
力
し
て

い
る
。豪
雨
の
た
び
取
水
口
が

土
砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
が
、

河
床
を
下
げ
る
な
ど
の
整
備
が

出
来
な
い
か　

産
業
課
長　

状
況
把
握
し
取
水
に

影
響
が
な
い
よ
う
に
河
川
管
理

者
に
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

そ
れ
ま
で
住
民
負
担
が
５

割
だ
っ
た
も
の
が
２
割
に
軽
減

さ
れ
た
が
そ
れ
で
も
負
担
が
重

く
、耕
作
を
や
め
た
集
落
も
あ

る
。さ
ら
な
る
軽
減
の
考
え
は

産
業
課
長　

２
割
負
担
に
つ
い
て
、

現
段
階
で
は
適
正
と
考
え
る
。

一 般 質 問

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
の
窓
口
無
料
の
復
活
を
　

各
市
町
村
が
一
体
で
国
に
働
き
か
け
て
い
く

渡辺文子 議員

問

答

土砂で埋まった農業用水路
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問　

入
管
法
改
正
に
よ
り
、
外
国

人
の
就
労
が
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
本
町
の
対
応

は
観
光
課
長　

企
業
の
規
模
、
業
績

や
業
務
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
人

数
が
決
定
さ
れ
る
。
町
内
各
企

業
と
連
携
を
密
に
し
て
人
数
の

把
握
等
に
努
め
て
い
く
。

問　

受
け
入
れ
業
種
が
、
９
か
ら

14
業
種
に
増
え
る
が
、
実
習
生

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
ど

の
部
署
が
担
当
す
る
の
か

観
光
課
長　

商
工
会
等
の
協
力
を

受
け
な
が
ら
、
受
け
入
れ
人
数

の
把
握
に
つ
い
て
は
観
光
課
で

対
応
し
て
い
く
。

問　

改
正
入
国
管
理
法
は
、
４
月

施
行
の
予
定
だ
が
、
法
務
省
か

ら
省
令
や
通
達
は
届
い
て
い
る

か
観
光
課
長　

本
年
２
月
８
日
に
、

入
国
管
理
局
の
説
明
会
が
あ

り
、
町
か
ら
２
名
が
出
席
し
た

が
、
内
容
は
、
企
業
向
け
の
も

の
だ
っ
た
。

問　

技
能
実
習
に
は
保
険
や
医

療
、
そ
の
他
生
活
上
の
問
題
が

あ
っ
て
大
変
な
思
い
を
し
て
い

る
。
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
町

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
が

町
長　

窓
口
は
観
光
課
だ
が
、
町

民
課
や
他
の
関
係
部
署
も
、
外

国
人
が
町
民
と
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

外
国
人
の
窓
口
対
応
に
通
訳

や
翻
訳
機
等
を
使
用
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
る
か

総
務
課
長　

総
務
省
で
は
、
窓
口

対
応
の
た
め
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
、
多
言
語
通
訳
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
本
町

で
も
翻
訳
ソ
フ
ト
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

地
方
創
生
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
振
興
協
議
会

へ
の
補
助
金
の
経
理
と
監
査
は　

産
業
課
長　

昨
年
12
月
に
会
計
検

査
院
の
調
査
が
あ
っ
た
が
、
支

出
に
特
段
の
指
摘
は
な
か
っ

た
。
監
査
は
会
の
監
事
が
行
っ

て
い
る
。

問　

道
の
駅
し
も
べ
と
身
延
仲
町

駐
車
場
の
電
気
自
動
車
用
充
電

ス
タ
ン
ド
の
設
置
費
用
等
は　

観
光
課
長　

設
置
は
日
本
充
電
イ

ン
フ
ラ
㈱
に
よ
る
も
の
で
、
町

の
初
期
費
用
負
担
は
ゼ
ロ
だ
っ

た
。
道
の
駅
し
も
べ
に
つ
い
て

は
開
館
時
間
帯
に
、
仲
町
は
24

時
間
営
業
し
て
い
る
。

問　

身
延
町
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
進
行

状
況
と
参
考
資
料
提
出
は　

福
祉
保
健
課
長　

身
延
山
大
学

と
横
浜
市
立
大
学
が
連
携
し

て
、
旧
久
那
土
小
中
学
校
の
校

舎
を
利
用
し
て
身
延
町
版
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
の
検
討
を
し
て
い
る
。
今
、

町
と
し
て
提
供
で
き
る
資
料
は

な
い
。

印
鑑
の
需
要
は
な
く
な
る
の
か

問　

デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
が
進

ん
で
、
印
鑑
の
使
用
が
な
く
な

る
と
印
章
業
者
の
死
活
問
題
に

つ
な
が
る
が　

観
光
課
長　

法
人
届
出
時
の
印

鑑
届
け
出
等
の
廃
止
に
つ
い
て

は
国
会
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
商
工
振
興
の
面
か

ら
近
隣
町
と
も
連
携
し
て
国
等

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

入
管
法
改
正
に
よ
る
外
国
人
受
け
入
れ
対
応
は

町
内
各
企
業
と
連
携
を
密
に

問

答

芦澤健拓 議員

一 般 質 問

道の駅しもべの充電スタンド
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予算決算常任委員会
【
現
地
調
査
】

◎
み
の
ぶ
自
然
の
里

　
　
　
（
事
業
成
果
と
計
画
）

　

30
年
２
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の
事

業
成
果
と
31
年
度
事
業
計
画
の
説
明
を
担
当
者

か
ら
受
け
、
よ
り
効
果
的
な
運
営
を
求
め
た
。

　

久
成
集
落
か
ら
み
の
ぶ
自
然
の
里
へ
通
じ
る

町
道
で
、
30
年
の
台
風
被
害
に
よ
り
、
上
か
ら

崩
落
し
た
箇
所
を
視
察
し
、
早
期
復
旧
に
努
め

る
よ
う
求
め
た
。

　

20
ペ
ー
ジ
の
町
長
施
政
方
針
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
複
合
施
設
と
し
て
整
備
改
修
予
定
の
建
物

を
視
察
し
、
利
用
者
が
有
効
活
用
で
き
る
よ
う

求
め
た
。

◎
町
道
静
川
大
須
成
曙
線

　
　
　
（
災
害
復
旧
工
事
現
場
）

◎
旧
大
河
内
小
学
校

　
　
　
（
複
合
施
設
改
修
計
画
）

委員長　河　井　　淳
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議
案
第
18
号

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
課
関
係

問　

県
議
選
で
無
投
票
に
な
っ
た

場
合
の
予
算
は

答　

無
投
票
で
も
準
備
に
要
す
る

経
費
は
必
要
と
な
る
。
ポ
ス
タ

ー
掲
示
場
設
置
や
入
場
券
の
発

行
業
務
で
あ
る
。

企
画
政
策
課
関
係

問　

在
住
者
が
新
築
す
る
場
合
も

定
住
促
進
を
目
的
に
、
祝
金
支

給
要
綱
の
変
更
は
で
き
な
い
か

答　

定
住
対
策
で
重
要
な
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
す

る
。

財
政
課
関
係

問　

消
防
車
５
台
を
ど
ん
な
方
法

で
売
却
し
た
の
か

答　

町
内
業
者
で
自
動
車
整
備
振

興
会
に
加
入
し
て
い
る
16
社
に

見
積
依
頼
を
行
い
、業
者
を
選

定
し
、売
却
し
た
。

身
延
支
所
関
係

問　

門
野
の
湯
の
75
歳
以
上
の
無

料
回
数
券
の
利
用
者
数
が
想
定

人
数
に
達
し
な
か
っ
た
理
由
は

答　

新
規
事
業
で
あ
り
、
ま
だ
周

知
・
Ｐ
Ｒ
が
行
き
届
い
て
お
ら

ず
、
高
齢
者
へ
の
浸
透
が
不
十

分
だ
と
感
じ
る
。
多
く
の
人
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
周

知
に
努
め
る
。

問　

配
布
年
齢
を
70
歳
に
引
き
下

げ
る
考
え
は
な
い
か

答　

こ
の
無
料
回
数
券
事
業
は
初

年
度
な
の
で
、
福
祉
保
健
課
と

の
連
携
、
調
整
を
図
り
進
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
当
面
は
利
用

状
況
を
見
な
が
ら
、
周
知
に
努

め
利
用
促
進
を
図
る
。

　
問　

福
祉
バ
ス
に
よ
る
送
迎
が
あ

る
が
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
て
い
る
か

答　

送
迎
運
行
は
社
協
の
事
業

で
、
経
路
や
発
着
時
間
等
の

運
行
管
理
も
社
協
で
行
っ
て
い

る
。
利
用
状
況
や
要
望
な
ど
を

勘
案
し
て
定
期
的
に
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
が
、
要
望
が
あ
れ

ば
申
し
伝
え
る
。

観
光
課
関
係

問　

し
だ
れ
桜
の
配
布
用
苗
木
の

本
数
は
、
ま
た
、
配
布
先
は

答　

１
５
０
本
を
予
算
計
上
し
て

お
り
、
各
区
か
ら
の
要
望
に
よ

り
、
各
区
へ
配
布
し
植
栽
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

議
案
第
23
号

31
年
度
一
般
会
計
予
算

総
務
課
関
係

問　

新
元
号
の
対
応
に
つ
い
て
は

答　

職
員
が
使
用
し
て
い
る
シ
ス

テ
ム
は
、
５
月
１
日
に
切
り
替

わ
る
よ
う
に
対
応
済
で
あ
る
。

企
画
政
策
課
関
係　
　
　
　
　

問　

下
部
の
健
康
増
進
施
設
の
進

捗
状
況
は

答　

下
部
温
泉
会
館
の
在
り
方

検
討
委
員
会
か
ら
提
言
が
な
さ

れ
、
下
部
温
泉
郷
の
顔
と
し
て
、

温
泉
と
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
を
主
体

と
し
、
下
部
温
泉
駅
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
た
施
設
を
検
討

し
て
い
る
。

問　

泉
源
は
雨
河
内
で
調
査
を
行

っ
て
い
る
が
、
こ
の
泉
源
を
利

用
す
る
計
画
か

答　

現
在
、
活
用
が
可
能
か
調
査

し
て
お
り
、
そ
の
結
果
に
よ
る
。

問　

合
併
15
周
年
記
念
事
業
の

『
出
張
な
ん
で
も
鑑
定
団
』
は
、

内
定
し
て
い
る
の
か
。
交
渉
中

な
の
か

答　

収
録
予
定
を
９
月
29
日
で
調

整
し
て
い
る
。
予
算
議
決
後
は

早
急
に
事
業
に
取
り
掛
か
り
、

鑑
定
品
募
集
の
周
知
等
を
す
る

予
定
。

福
祉
保
健
課
関
係

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
財

源
は
、
ま
た
、
購
入
対
象
者
は

答　

全
額
国
の
補
助
金
で
あ
る
。

購
入
対
象
者
は
、
３
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
主
、
及

び
住
民
税
非
課
税
の
人
で
約

３
３
０
０
人
程
度
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

問　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
商
品
券
が

使
え
る
お
店
は
ど
こ
か

答　

６
月
頃
、
対
象
と
な
る
と
思

わ
れ
る
方
へ
申
請
書
を
送
り
、

申
請
を
受
け
付
け
、
審
査
後
、

８
月
・
９
月
に
引
換
券
を
郵
送

し
、
そ
の
後
商
品
券
を
購
入
し

て
頂
き
、
使
用
は
10
月
か
ら
と

考
え
て
い
る
。
使
え
る
お
店
は
、

町
内
で
公
募
し
、
応
募
し
て
く

れ
た
町
内
業
者
に
な
る
。

問　

介
護
人
見
舞
金
５
万
円
は
、

介
護
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
が
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
と
対
象
に
な
ら
な
い
の
か

答　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
介
護

者
へ
の
見
舞
金
な
の
で
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
90
日
以
上
の
利
用

者
や
長
期
間
入
院
の
場
合
は
対

象
外
に
な
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
は
構
わ
な
い
。

問　

新
設
の
風
し
ん
抗
体
検
査
、

予
防
接
種
事
業
は
、
抗
体
保
有

率
の
低
い
現
在
39
歳
か
ら
56
歳

の
男
性
を
対
象
に
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
年
代
か

答　

昭
和
52
年
か
ら
風
し
ん
の

定
期
予
防
接
種
が
開
始
さ
れ
た

が
、
当
時
は
女
子
中
学
生
だ
け

が
対
象
で
あ
っ
た
た
め
、
男
子

は
抗
体
を
持
た
な
い
ま
ま
成
人

と
な
っ
た
。
そ
の
年
代
が
主
な

感
染
源
と
な
り
得
る
た
め
、
予

防
が
必
要
に
な
っ
た
。

子
育
て
支
援
課
関
係

問　

町
立
保
育
所
の
延
長
保
育
に

つ
い
て
、
も
う
少
し
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。
ひ
と
り

親
家
庭
等
で
は
必
要
性
が
高
い

し
、
園
児
確
保
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か

答　

保
育
士
の
勤
務
形
態
等
も
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。
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観
光
課
関
係

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
内

容
は

答　

対
象
者
は
、
額
面
５
千
円

の
商
品
券
を
４
千
円
で
、
一
人

5
回
を
限
度
と
し
て
購
入
で
き

る
。
25
％
が
プ
レ
ミ
ア
ム
と
な

る
。

問　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通

に
よ
る
案
内
看
板
の
設
置
は

答　

29
年
度
事
業
で
身
延
山
久

遠
寺
法
主
猊
下
か
ら
の
寄
付
に

よ
り
、
３
カ
所
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
か
ら
主
要
観
光
施
設
へ

の
案
内
看
板
を
14
カ
所
設
置
し

た
。

土
地
対
策
課
関
係

問　

筆
界
未
定
と
は

答　

土
地
所
有
者
同
士
で
境
界
争

い
が
あ
る
場
合
、
地
籍
調
査
の

中
で
境
界
が
画
定
で
き
ず
、
筆

界
未
定
と
し
て
処
理
す
る
。
地

籍
調
査
後
に
境
界
を
決
め
る
場

合
は
、
測
量
、
登
記
な
ど
の
費

用
は
全
て
自
己
負
担
と
な
る
。

学
校
教
育
課
関
係

問　

旧
大
河
内
小
校
舎
内
を
現
地

視
察
し
た
が
、
多
く
の
図
書
が

あ
っ
た
が
、
処
分
す
る
の
か
、

ま
た
、
物
品
等
を
町
民
に
譲
渡

す
る
考
え
は
な
い
の
か

答　

利
用
で
き
る
も
の
は
他
の
小

学
校
や
学
童
保
育
に
移
管
が
済

ん
で
い
る
。ま
た
、以
前
、閉
校

し
た
学
校
の
も
の
を
善
意
で
譲

渡
し
た
結
果
、学
校
名
の
入
っ

た
図
書
や
備
品
が
廃
品
業
者
等

に
持
ち
込
ま
れ
、そ
れ
を
見
た

卒
業
生
が
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と

い
う
話
し
も
あ
り
、再
利
用
に
つ

い
て
は
、公
共
的
な
団
体
に
限

定
す
る
と
い
う
方
針
で
い
る
。

問　

学
校
給
食
を
将
来
的
に
自
校

方
式
に
す
る
考
え
は
あ
る
か

答　

町
と
し
て
は
、
下
山
地
区
へ

新
し
い
中
学
校
を
移
転
新
築
す

る
の
と
一
緒
に
新
し
い
給
食
セ

ン
タ
ー
を
そ
こ
に
建
て
る
と
い

う
方
針
で
、
各
学
校
に
給
食
室

を
整
備
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

生
涯
学
習
課
関
係

問　

図
書
の
情
報
に
つ
い
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
般
家
庭
で

も
検
索
で
き
る
か

答　

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
検
索
で
き
る
。
パ
ソ
コ
ン
だ

け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
か
ら
も
検
索
可
能
で
あ
る
。

問　

合
併
15
周
年
記
念
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
補
助
金
と
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は

答　

駅
伝
大
会
ま
た
は
※
フ
ァ
ン

ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画
し

て
お
り
、
そ
の
実
行
委
員
会
へ

の
補
助
金
と
な
る
。
体
協
の
陸

上
部
な
ど
の
関
係
団
体
等
を
中

心
に
、
町
民
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
進
め
て
い
く
。

問　

再
現
木
喰
仏
の
具
体
的
な
内

容
は

答　

全
国
の
焼
失
し
た
木
喰
仏
４

体
を
一
年
か
け
て
再
現
す
る
も

の
。
昨
年
、
木
喰
展
で
再
現
を

行
っ
た
彫
刻
家
に
依
頼
し
、
来

年
３
月
を
目
指
す
。
完
成
後
は

微
笑
館
へ
常
設
し
、
現
代
工
芸

美
術
館
や
総
合
文
化
会
館
な

ど
人
の
集
ま
る
場
所
へ
も
展
示

し
、
木
喰
上
人
生
誕
の
地
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

交
通
防
災
課
関
係

問　

31
年
度
作
成
予
定
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、
い
つ
頃
配
布
で

き
る
の
か

答　

年
度
内
の
配
布
を
予
定
し
て

い
る
。

財
政
課
関
係

問　

町
所
有
の
車
両
に
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
付
け
な
い
の
か

答　

す
べ
て
の
公
用
車
に
順
次
、

設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
案
第
19
号

 

31
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

町
民
課
関
係

問　

出
産
育
児
一
時
金
が
一
人
あ

た
り
42
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
た
う

え
で
今
後
、
値
上
げ
を
す
る
考

え
は

答　

健
康
保
険
法
等
に
よ
り
全
国

一
律
の
額
と
な
っ
て
お
り
、
今

の
と
こ
ろ
金
額
を
上
げ
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

復元された木喰仏

【
フ
ァ
ン
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
】

走
る
行
為
を
楽
し
む
と
い
う
点
に

主
眼
を
置
く
催
し
の
通
称
。ラ
ン
ニ

ン
グ
は
普
通
、競
争
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
い
っ
た
意
義
が
主
体
に
な
り

や
す
く
、単
独
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
行
わ
れ
や
す
い
が
、フ
ァ
ン
ラ

ン
イ
ベ
ン
ト
は
仲
間
と
連
れ
だ
っ

て
参
加
し
、イ
ベ
ン
ト
の
各
要
素
を

一
緒
に
体
験
し
て
非
日
常
性
を
楽

し
む
。水
を
浴
び
る
、カ
ラ
ー
パ
ウ

ダ
ー
を
浴
び
る
、コ
ー
ス
の
途
中
で

甘
味
を
堪
能
す
る
、走
っ
た
後
の
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
踊
る
、と
い
っ

た
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
が

多
い
。
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議
案
第
3
号

行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

総
務
課
関
係

問　

建
設
課
の
公
共
土
木
、
産

業
課
の
農
林
土
木
と
い
う
形
で

別
々
に
や
っ
て
き
た
も
の
を
ま

と
め
る
の
は
、
業
務
的
に
差
し

さ
わ
り
が
な
い
の
か

答　

お
互
い
に
一
つ
の
担
当
の
中

で
助
け
合
い
、
災
害
対
応
な
ど

緊
急
の
場
合
に
、
一
つ
の
担
当

に
ま
と
ま
っ
た
ほ
う
が
効
率
的

に
も
い
い
。

問　

土
木
建
設
関
係
の
職
員
の
採

用
が
大
変
だ
と
聞
い
た
が

答　

今
は
民
間
の
会
社
が
景
気
が

よ
く
、給
料
も
か
な
り
良
い
と
い

う
こ
と
で
、ど
う
し
て
も
民
間
を

選
択
す
る
人
が
多
い
状
況
で
あ

る
。

問　

若
い
人
を
採
用
し
て
育
て
る

と
い
う
こ
と
も
重
要
だ
と
思
う

が
、
土
木
分
野
経
験
者
の
民
間

の
人
の
採
用
は

答　

新
採
用
で
公
募
を
し
て
お

り
、
上
限
を
28
歳
ま
で
と
い
う

こ
と
で
募
集
を
か
け
て
い
る
。

議
案
第
4
号

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派

遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

総
務
課
関
係

問　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
組
織

を
指
し
示
す
の
か

答　

地
方
公
共
団
体
の
事
務
、
事

業
と
関
連
を
有
す
る
よ
う
な
団

体
を
い
う
。
社
会
福
祉
協
議
会
、

商
工
会
と
い
っ
た
町
に
準
ず
る

よ
う
な
組
織
と
し
て
い
る
。

問　

今
現
在
、
公
益
的
法
人
と
し

て
町
で
該
当
に
な
る
法
人
は
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
か

答　

み
の
ぶ
観
光
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
商
工
会
や
森

林
組
合
な
ど
で
あ
る
。

問　

派
遣
す
る
職
員
と
い
う
の
は

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
の
か

答　

資
格
は
不
問
で
、事
務
的
な

統
括
を
す
る
よ
う
な
立
場
と
い

う
こ
と
で
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
依
頼
が
あ
り
、そ
の
ポ
ス
ト

の
職
員
の
派
遣
を
考
え
て
い
る
。

議
案
第
9
号

田
舎
く
ら
し
体
験
施
設
条
例
の

一
部
改
正

企
画
政
策
課
関
係

問　

古
長
谷
館
の
代
わ
り
に
な
る

施
設
を
設
置
す
る
計
画
は
あ
る

の
か

答　

現
在
、身
延
地
区
の
清
子
館
、

下
部
地
区
の
古
関
館
の
２
館
を

設
置
し
て
い
る
が
、
今
後
、
空

き
家
バ
ン
ク
を
通
し
て
優
良
な

物
件
が
登
録
に
な
れ
ば
、
体
験

施
設
と
し
て
の
活
用
も
検
討
し

た
い
。

問　

中
富
地
区
に
再
び
体
験
施
設

と
な
る
空
き
家
を
早
急
に
探
す

必
要
が
あ
る
と
思
う
が

答　

水
洗
ト
イ
レ
完
備
な
ど
良
好

な
設
備
状
況
、
環
境
整
備
及
び

地
理
的
要
件
も
含
め
、
体
験
施

設
候
補
に
な
る
物
件
を
探
し
て

行
く
。

議
案
第
13
号

下
部
温
泉
会
館
及
び
下
部
温
泉
会

館
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

総
務
課
関
係

問　

指
定
管
理
者
と
し
て
の
条
件

は
答　

基
本
的
に
は
公
募
と
非
公
募

と
な
っ
て
お
り
、
仕
様
書
に
基

づ
い
て
公
募
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
非
公
募
に
つ
い
て
は
条

件
を
勘
案
し
な
が
ら
と
な
る
。

総務産業建設常任委員会 委員長　上　田　孝　二

下部温泉会館
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教育厚生常任委員会 委員長　野　島　俊　博

議
案
第
6
号

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

福
祉
保
健
課
関
係

問　

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

場
合
、
こ
の
条
例
以
外
で
家
屋

の
被
害
に
対
し
て
、
国
の
助
成

は
あ
る
か

答　

基
本
的
に
、
個
人
の
資
産
形

成
に
公
費
を
充
て
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
る
。

問　

住
宅
ロ
ー
ン
が
残
っ
て
い
る

場
合
の
返
済
に
、
こ
の
資
金
を

充
て
る
こ
と
は
で
き
る
か

答　

出
来
な
い
。
理
由
は
、
当
面

の
生
活
再
建
を
目
的
と
し
た
貸

付
け
で
あ
る
た
め
。

問　

半
壊
、
全
壊
の
基
準
は

答　

国
の
被
害
認
定
基
準
を
基
に

判
断
す
る
。

問　

被
害
査
定
は
町
が
行
う
の
か

答　

そ
の
通
り
で
あ
る
。

問　

過
去
に
こ
の
条
例
の
適
用
例

は
あ
る
か

答　

本
町
に
お
け
る
適
用
例
は
な

い
。

問　

世
帯
主
死
亡
の
場
合
の
貸
し

付
け
は

答　

相
続
人
が
貸
付
け
対
象
と
な

り
得
る
。

問　

町
と
し
て
、
貸
付
金
の
上
乗

せ
の
考
え
は

答　

当
面
の
生
活
再
建
が
目
的
で

あ
る
の
で
、
上
乗
せ
は
考
え
て

い
な
い
。

議
案
第
7
号

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
金
支

給
条
例
等
の
一
部
改
正

子
育
て
支
援
課
関
係

問　

入
院
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
食
事
に
つ
い
て
は
子
育
て

世
帯
に
平
等
に
補
助
す
べ
き
で

は
な
い
か

答　

入
院
は
食
事
代
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
負
担
が
あ
る
た
め

家
庭
負
担
軽
減
に
な
る
よ
う
、

条
例
改
正
を
行
う
。

問　

本
条
例
改
正
に
伴
う
31
年
度

予
算
の
増
額
分
は

答　

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成

分
が
、
75
万
９
千
円
、
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
費
助
成
分
が
、

６
万
９
千
円
で
あ
る
。

問　

31
年
度
予
算
は
、
該
当
者
を

何
人
と
し
て
い
る
の
か

答　

人
数
に
よ
る
計
算
で
は
な

く
、
29
年
度
入
院
日
数
の
実
績

を
基
に
、
１
日
当
た
り
３
食
と

し
て
予
算
計
上
。

議
案
第
8
号

勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正

生
涯
学
習
課
関
係

問　

体
育
館
と
研
修
室
の
こ
れ
ま

で
の
利
用
状
況
は

答　

体
育
館
の
定
期
的
な
利
用
な

し
。
雨
天
時
、
２
団
体
の
利
用

が
実
績
と
な
る
。

問　

指
定
管
理
者
で
あ
る
富
士
川

倶
楽
部
の
現
状
は

答　

指
定
管
理
者
の
契
約
期
間
は

31
年
３
月
31
日
ま
で
。

　

現
状
、
順
次
土
砂
の
搬
出
・
不

要
物
の
撤
去
を
進
め
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

問　

耐
震
問
題
、
避
難
場
所
と
し

て
の
機
能
は

答　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
避
難
地
、
体

育
館
は
避
難
所
と
し
て
指
定
。

問　

体
育
館
の
避
難
所
と
し
て
の

機
能
と
安
全
性
は

答　

耐
震
に
つ
い
て
は
、
資
料
を

揃
え
て
報
告
す
る
。

問　

富
士
川
倶
楽
部
の
代
表
者
が

サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
で
使
用
し

た
い
と
の
話
は

答　

サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
を
含

め
た
事
業
の
話
し
は
伺
っ
て
い

る
。

　

利
用
に
つ
い
て
は
勤
労
青
年
セ

ン
タ
ー
条
例
で
決
ま
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は

で
き
な
い
と
伝
え
て
あ
る
。
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質 

疑

議
案
第
3
号

行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

芦
澤
議
員

　
　

教
育
委
員
会
に
時
限
的
に

課
を
設
け
る
と
い
う
が
、
教
育

委
員
会
の
場
合
に
は
こ
の
組
織

条
例
で
決
め
な
く
て
も
規
則
で

決
め
れ
ば
い
い
と
説
明
を
受
け

た
。
こ
の
改
正
す
る
条
例
は
、

建
設
に
か
か
わ
る
時
限
立
法
み

た
い
だ
が
、
何
年
間
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
　

教
育
委
員
会
の
内
部
組
織
に

つ
い
て
は
、
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

第
17
条
第
２
項
に
基
づ
い
て
、

規
則
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

町
長

　
　

暫
定
的
に
置
く
が
、
中
学
校

の
開
校
が
、
36
年
度
を
目
指
し

て
お
り
、
中
学
校
の
跡
地
の
活

用
を
ど
う
す
る
か
、
跡
地
の
活

用
方
法
に
よ
っ
て
は
、
何
年
か

先
に
な
る
か
と
思
う
。

芦
澤
議
員

　
　

10
年
近
く
か
か
る
可
能
性
も

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
時
限

的
と
い
う
解
釈
は
。

町
長

　
　

実
際
の
と
こ
ろ
は
、
５
年
程

度
だ
が
、
確
定
で
は
な
い
。
場

合
に
よ
れ
ば
開
校
と
同
時
に
廃

止
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。 

議
案
第
８
号

勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正

 　
川
口
議
員

　
　

今
後
、
施
設
の
利
用
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長

　
　

台
風
の
影
響
で
照
明
、
ネ
ッ

ト
等
が
倒
壊
し
た
。
今
後
は
、

社
会
体
育
施
設
の
み
な
ら
ず
、

い
ろ
ん
な
分
野
で
使
え
る
か
、

検
討
し
て
い
く
。

議
案
第
12
号

大
城
辺
地
総
合
整
備
計
画
の

策
定

 

川
口
議
員

　
　

議
案
内
容
だ
が
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
と
明
記
さ

れ
て
い
る
が
、
相
当
金
額
が
変

わ
る
が
、
こ
れ
は
ど
っ
ち
が
正

し
い
の
か
。

企
画
政
策
課
長

　
　

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
県
と
協
議
を
す
る
中
、

指
導
を
受
け
、
可
搬
式
小
型
ポ

ン
プ
を
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き

積
載
車
と
い
う
表
記
に
し
た
。

議
案
第
44
号

情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正

芦
澤
議
員

　
　

情
報
公
開
条
例
、
個
人
情
報

保
護
条
例
、
特
定
個
人
情
報
保

護
条
例
の
一
部
改
正
だ
が
、
実

施
機
関
に
つ
い
て
は
町
長
、
教

育
委
員
会
、
議
会
等
に
対
し
権

利
の
濫
用
に
あ
た
る
請
求
が
あ

っ
た
場
合
の
み
、
情
報
公
開
請

求
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
る

と
言
う
こ
と
だ
が
、
権
利
の
濫

用
と
は

総
務
課
長

　
　

情
報
公
開
請
求
に
お
い
て
、

特
定
の
個
人
、
ま
た
は
職
員
等

へ
の
誹
謗
中
傷
、
威
圧
、
挑
発
、

攻
撃
、
面
談
の
強
要
、
長
時
間

の
拘
束
な
ど
、
こ
う
い
っ
た
行

為
を
権
利
の
濫
用
と
な
る
。

討 

論

議
案
第
23
号

31
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　

反
対　

渡
辺
議
員　

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

費
に
つ
い
て
、
本
年
10
月
か
ら

税
率
10
％
に
増
税
さ
れ
る
消
費

税
に
対
す
る
経
済
対
策
事
業
の

財
源
と
し
て
計
上
さ
れ
る
も
の

で
、
町
内
の
非
課
税
世
帯
３
千

人
と
３
歳
以
下
の
幼
児
を
も
つ

子
育
て
世
帯
１
１
０
人
に
対
し

て
２
万
円
の
商
品
券
を
買
っ
て

も
ら
い
、
２
万
５
千
円
分
の
買

い
物
が
で
き
る
と
い
う
も
の
。

本
町
に
３
千
人
も
い
る
非
課
税

世
帯
の
方
た
ち
が
商
品
券
を
ど

の
く
ら
い
買
え
る
の
か
も
疑
問

だ
か
ら
反
対
。

賛
成　

赤
池
議
員

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発

行
の
目
的
は
消
費
税
増
税
に
伴

う
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和

と
、
地
方
に
お
け
る
振
興
策
の

質疑・討論本 会 議
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意
味
合
い
も
あ
る
。
そ
の
影
響

を
受
け
る
と
懸
念
さ
れ
る
非
課

税
世
帯
の
方
と
０
か
ら
２
歳
児

の
子
育
て
世
帯
が
対
象
で
、
こ

の
方
々
が
不
利
益
を
生
じ
る
こ

と
に
な
る
の
で
賛
成
。

反
対　

芦
澤
議
員

　
　

消
費
税
増
税
に
伴
う
低
所
得

者
救
済
で
、
年
収
２
０
０
万
円

か
ら
３
０
０
万
円
未
満
と
い
う

低
所
得
者
世
帯
と
３
歳
未
満
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
そ
れ
ぞ

れ
２
万
５
千
円
分
を
２
万
円
で

販
売
す
る
事
に
よ
っ
て
、
１
世

帯
５
千
円
が
プ
レ
ミ
ア
ム
と
し

て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
が
、
消
費
税
を
引
き
上
げ

に
よ
る
景
気
冷
え
込
み
対
策
と

し
て
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
に
は
大
義
名
分
は

な
い
の
で
反
対
。

賛
成　

広
島
議
員

　
　

消
費
税
増
税
に
関
し
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
か
と
思

う
が
、
国
の
政
策
に
対
し
町
の

措
置
と
し
て
は
、
非
課
税
世
帯
、

乳
幼
児
を
抱
え
る
家
庭
の
少
し

で
も
経
済
負
担
の
補
助
と
、
町

内
業
者
で
の
使
用
に
限
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
販
売
促
進
に
も

つ
な
が
る
。
限
度
額
と
し
て
、

額
面
2
万
5
千
円
の
も
の
を

2
万
円
と
い
う
こ
と
で
、
少
な

い
人
は
、
額
面
5
千
円
を
4
千

円
で
購
入
で
き
、
使
用
期
限
は

来
年
３
月
末
ま
で
で
、
家
庭
の

経
済
状
況
に
応
じ
て
利
用
は
で

き
る
と
思
う
の
で
賛
成
。

反
対　

福
與
議
員

　
　

新
中
学
校
施
設
整
備
事
業

費
７
５
０
万
９
千
円
に
つ
き
ま

し
て
は
中
学
校
建
設
に
か
か
わ

る
予
算
で
あ
り
、
児
童
生
徒
が

著
し
く
減
少
を
し
て
い
る
中
、

新
中
学
校
の
建
設
は
、
慎
重
の

上
に
も
慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
合
併
特
例
債
を
活

用
す
る
か
ら
と
い
っ
て
過
大
投

資
、
ま
た
無
駄
な
投
資
は
有
っ

て
は
な
ら
な
い
。
合
併
特
例
債

は
借
金
に
は
変
わ
り
な
く
、
次

世
代
を
担
う
人
た
ち
に
負
の
遺

産
を
残
せ
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
学
校
施
設
の
規

模
に
つ
い
て
決
定
を
さ
れ
て
い

な
い
し
、
公
表
も
さ
れ
て
い
な

い
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
施

設
整
備
の
全
体
像
を
確
定
し
、

議
会
の
議
決
を
経
た
上
で
、
目

的
達
成
に
必
要
な
諸
事
業
に
つ

い
て
予
算
化
し
、
取
り
組
ん
で

い
く
と
い
う
こ
と
が
順
当
の
政

策
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

提
出
予
算
は
学
校
施
設
整
備

が
適
正
な
規
模
で
あ
る
と
全
体

像
が
確
認
を
さ
れ
て
い
な
い
中

で
の
提
出
で
あ
り
、
こ
の
な
し

崩
し
的
な
事
業
の
推
進
を
図
る

と
い
う
こ
と
に
対
し
反
対
。

賛
成　

川
口
議
員

　
　

新
中
学
校
建
設
に
つ
い
て

は
、
統
合
時
点
か
ら
議
会
の
中

で
も
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
計

画
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
か

ら
説
明
さ
れ
議
会
で
も
承
認
し

た
。
新
年
度
か
ら
建
設
に
向
け
、

計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
る

の
で
賛
成
。

反
対　

田
中
議
員

　
　

実
際
に
安
全
性
を
考
え
た
と

き
に
液
状
化
の
危
険
が
あ
る
と

指
摘
も
あ
っ
た
が
、
安
全
性
の

検
査
を
行
う
こ
と
な
く
、
こ
の

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
建

設
地
域
が
水
没
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
現
在
載
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
対
す
る
対
応
も
し
っ
か
り

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
に

思
う
。

　

現
在
、土
地
買
収
も
進
め
ら

れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、手

順
が
逆
で
、ま
ず
安
全
性
を
確

認
す
る
こ
と
が
先
で
あ
っ
て
、

そ
の
安
全
性
を
確
認
で
き
た
と

き
に
、
計
画
を
進
め
て
い
く
。

今
の
段
階
で
は
、そ
の
安
全
性

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え

る
、こ
の
状
況
で
土
地
買
収
、設

計
段
階
に
入
る
こ
と
は
反
対
。

議
案
第
25
号

 

31
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

反
対　

渡
辺
議
員　

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

国
民
を
年
齢
で
区
切
り
、
高
齢

者
を
別
枠
の
医
療
保
険
に
囲
い

込
ん
で
負
担
増
と
差
別
を
押
し

つ
け
る
も
の
で
す
。

　

保
険
料
を
最
大
９
割
低
減
す

る
特
例
措
置
２
段
階
廃
止
を
決

め
、
窓
口
負
担
を
１
割
か
ら
２

割
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
も
計
画

す
る
な
ど
、
お
年
寄
り
い
じ
め

の
こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
反
対
。

議
案
第
26
号

31
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
反
対　

渡
辺
議
員

　
　

重
い
保
険
料
、
利
用
料
の
負

担
、
深
刻
な
介
護
施
設
の
不
足

な
ど
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
の

事
態
の
解
決
は
今
や
国
民
的
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
介
護
保
険

制
度
で
は
利
用
料
が
払
え
る
か

ど
う
か
で
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
が

決
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
も
が
安

心
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
な
だ
け
受
け
ら
れ
る
制
度
に

す
べ
き
だ
と
考
え
反
対
。

賛
成　

広
島
議
員

　
　

介
護
保
険
は
、
平
成
12
年
に

介
護
者
の
共
倒
れ
防
止
や
負
担

軽
減
、
ま
た
、
公
的
サ
ー
ビ
ス

で
補
え
な
い
部
分
へ
の
民
間
活

力
の
導
入
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト

し
た
制
度
で
、
1
期
3
年
ご
と

に
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
。
完

璧
な
制
度
に
は
厳
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
制
度
が
な
け

れ
ば
も
っ
と
悲
惨
な
状
況
が
増

え
て
き
た
と
思
う
。
長
所
短
所

は
有
る
と
思
う
が
、
3
年
毎
に

見
直
し
を
し
て
の
予
算
な
の
で

賛
成
。
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議案に対する賛否 
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

伊
藤
雄
波

伊
藤
達
美

望
月
悟
良

赤
池　

朗　
　
　

上
田
孝
二

田
中
一
泰

野
島
俊
博

河
井　

淳

芦
澤
健
拓

福
與
三
郎

渡
辺
文
子

川
口
福
三

広
島
法
明

柿
島
良
行

●当初予算 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

議案第23号 平成31年度身延町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ○

議案第25号 平成31年度身延町後期高齢者医療
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

議案第26号 平成31年度身延町介護保険特別会
計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

●追加議案

議案第44号 身延町情報公開条例等の一部を改
正する条例について

情報公開制度の適切な運用を図るための改正
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員賛成にて可決・採択されたもの
・議案第 3号 身延町行政組織条例の一部を改正する条例について
・議案第 4号 公益的法人等への身延町職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例について
・議案第 5号 身延町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
・議案第 6号 身延町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について
・議案第 7号 身延町子育て支援医療費助成金支給条例等の一部を改正する条例について
・議案第 8号 身延町勤労青年センター条例の一部を改正する条例について
・議案第 9号 身延町田舎暮らし体験施設条例の一部を改正する条例について
・議案第 10号 身延町門野・湯平辺地総合整備計画の策定について
・議案第 11号 身延町日向南沢・久成・平須辺地総合整備計画の策定について
・議案第 12号 身延町大城辺地総合整備計画の策定について
・議案第 13号 身延町下部温泉会館及び下部温泉会館駐車場の指定管理者の指定について
・議案第 14号 権利の放棄について（下部奥の湯温泉使用料）
・議案第 15号 権利の放棄について（下部コミュニケーションテレビ使用料 法人）
・議案第 16号 権利の放棄について（　　　　　　　　〃 個人）
・議案第 17号 峡南広域行政組合規約の変更について
・議案第 18号 平成30年度身延町一般会計補正予算（第10号） 
・議案第19号から22号までの各平成３０年度特別会計補正予算
・議案第24号、27号から43号までの各平成３１年度特別会計予算
・同意第1号から8号までの各財産区管理会委員の選任について
○追加議案
・同意第 9号 身延町副町長の選任について
・同意第 10号 身延町教育委員会教育長の任命について　  顔写真 P19
・同意第 11号 身延町教育委員会委員の任命について

平成31年臨時会
  第1回（2月22日）
・議案第 1号 町道静川大須成曙線道路災害復旧工事請負契約の一部変更について
・議案第 2号 町道静川大須成曙線道路災害復旧工事請負契約について

｝
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ぬくもりの会と議員との懇談会
“ちょっとした困りごとをお手伝い”

ぬ
く
も
り
の
会
代
表
に
よ
る
会
の
現
況
説
明

　

こ
の
会
は
、お
年
寄
り
の
困
り
ご
と
を
お
手
伝

い
す
る
た
め
に
、29
年
4
月
に
設
立
し
た
。町
民
予

算
提
案
事
業
に
応
募
し
て
採
用
さ
れ
、設
立
時
に

22
人
だ
っ
た
賛
同
者（
会
員
）が
、現
在
は
35
人
に

増
え
た
。

　

仕
事
の
流
れ
は
、お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
い
た

い
人（
依
頼
者
）が
受
付
用
の
携
帯
に
電
話
を
す

る
。お
手
伝
い
可
能
な
会
員
は
作
業
内
容
や
日
時

等
に
つ
い
て
相
談
し
、訪
問
、作
業
を
す
る
。謝
礼

は
仕
事
の
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
1
時
間
千
円
。

　

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
会
員
は
、性
別
・
年

齢
は
問
わ
な
い
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
気
持
ち
が

な
い
と
、務
ま
ら
な
い
。会
員
は
無
理
に
作
業
を
す

る
こ
と
は
な
い
。義
務
は
全
く
な
い
。自
分
の
空
い

て
い
る
時
間
で
対
応
で
き
る
仕
事
が
あ
れ
ば
や
っ

て
も
ら
う
。

　

依
頼
件
数
は
、お
と
と
し
の
の
7
月
か
ら
本
年

の
1
月
ま
で
の
累
計
は
２
８
３
件
。

　

こ
の
会
を
作
る
と
き
、い
く
つ
か
の
約
束
事
を

定
め
、原
則
と
し
て
依
頼
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
を
受
け
る
も
の
と
し
て
、高
度
な
も
の
や

長
時
間
の
作
業
、緊
急
を
要
す
る
作
業
な
ど
は
会

の
趣
旨
に
合
わ
な
い
の
で
受
け
な
い
こ
と
に
し
た
。

　

依
頼
さ
れ
た
作
業
は
次
の
と
お
り
。①
依
頼
者

の
室
内
で
行
う
作
業（
清
掃
や
片
づ
け
、不
用
品

の
廃
棄
、蛍
光
灯
の
取
替
な
ど
）②
敷
地
周
辺
の

作
業（
庭
や
畑
な
ど
の
草
取
り
、生
垣
剪
定
な
ど
）

③
外
出
の
用
事（
病
院
や
銀
行
へ
の
付
き
添
い
、

買
い
物
の
依
頼
な
ど
）。そ
の
他
い
ろ
ん
な
種
類

の
依
頼
が
あ
る
。

【
意
見
交
換
】

●
会
の
お
手
伝
い
方
針

◆
会
員
に
な
っ
た
ら
絶
対
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。体
力
、知
力
そ
し
て

時
間
が
あ
る
範
囲
内
で
依
頼
さ
れ
た
仕
事
を
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。ど
な
た
で
も
入
会
で
き
る
。会

費
は
年
間
千
円
。

●
賛
助
会
費
の
募
集
は

◆
現
在
、賛
助
会
費
の
制
度
は
な
い
。直
接
お
手

伝
い
に
参
加
で
き
な
く
て
も
、後
方
支
援
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。今
後
、賛
助
会
員
の

仕
組
み
を
検
討
し
た
い
。

●
車
に
よ
る
お
年
寄
り
送
迎
の
お
手
伝
い
を
、本

年
1
月
で
止
め
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が

◆
送
迎
の
お
手
伝
い
を
可
能
な
範
囲
で
2
年
近
く

や
っ
た
が
、依
頼
が
増
え
て
い
る
。し
か
し
、グ
レ

ー
な
部
分
も
あ
り
、会
と
し
て
続
け
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
、今
後
は
断
る
こ
と
に
し
た
。老
人
家

庭
か
ら
の
送
迎
の
需
要
は
多
い
。町
や
議
員
の
皆

さ
ん
に
新
た
な
方
策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
要
望
】

●
町
の
事
業
に
関
す
る
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
、

そ
の
検
証
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か

◆
議
員
が
調
査
を
し
て
そ
の
内
容
を
検
証
し
て
い

る
。議
会
と
し
て
も
よ
り
多
く
の
事
業
に
関
心
を

も
ち
、中
身
を
精
査
し
て
効
果
の
検
証
を
行
っ
て

い
く
。議
会
の
役
割
は
執
行
部
に
対
す
る
監
視
機

能
。今
後
と
も
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
。

＊
と
　
き
　
平
成
31
年
2
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　 

午
後
7
時
30
分
か
ら
午
後
9
時
10
分

＊
会
　
場
　
身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

＊
参
加
者
　
計
26
人

  
　
　
　
　（ 

ぬ
く
も
り
の
会
々
員
10
人
、
議
員
14

人
、 

事
務
局
２
人
）
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◆視察研修　●参 加 者　芦澤健拓議員　広島法明議員
　　　　　　●日　　時　平成 31 年 1 月 29 日・30 日（火・水） 
　　　　　　●研 修 先　東京都：地方公共団体情報システム機構
　　　　　　●研修内容　「自治体クラウド」について
　　　　　　　※ 自治体クラウドとは、住民基本台帳・税務・福祉などの自治体の情報システムや

データを、外部のデータセンターにおいて管理・運用し、自治体で共同利用する
取り組み。 

◎定 例 会　●日　時　平成 31 年 3 月 26 日（火） 
　　　　　　●内　容　 ◆条例改正：「計算センター」を「情報センター」に 4 月 1 日から名称変更　
　　　　　　　　　　　◆30年度一般会計補正予算
　　　　　　　　　　　◆30年度特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　◆31年度一般会計予算
　　　　　　　　　　　◆31年度特別会計予算

峡南広域行政組合議会 報告者　広島法明

飯富病院組合議会 報告者　渡辺文子

◎定 例 会　●日　時　平成 31 年 3 月 28 日（木） 
　　　　　　●内　容　◆ 30 年度一般会計補正予算
　　　　　　　　　　　◆ 31 年度一般会計予算

◎定 例 会　●日　時　平成 31 年 3 月 20 日（水）
　　　　　　●内　容　◆ 30 年度一般会計補正予算
　　　　　　　　　　　◆ 31 年度一般会計予算
　　　　　　　　　　　◆ 4 月 1 日から管理者に望月幹也身延町長が就任した。
　　　　　　　　　　　◆ 5 月 26 日から監査委員に笠井一雄氏が就任することに決定した。

峡南衛生組合議会 報告者　河井　淳

報告者　田中一泰

◎定 例 会　●日　時　平成 31 年 2 月 20 日（水） 
　　　　　　●内　容　◆条例改正：低所得者の軽減特例の見直し
　　　　　　　　　　　◆30年度一般会計補正予算
　　　　　　　　　　　◆30年度特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　◆31年度一般会計予算
　　　　　　　　　　　◆31年度特別会計予算

山梨県後期高齢者医療広域連合議会

組 合 議 会 報 告
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町民と議員との懇談会

議員研修
●日　　時　平成 31 年 2 月 27 日（水）
　　　　　　13 時 30 分〜 15 時 00 分
●場　　所　役場本庁舎 2 階　第 1・2 会議室
●講　　師　全国地域ＰＦＩ協会
　　　　　　　理事長　伊庭良知 氏
●受 講 者　議会議員・身延町職員
　　　　　　（管理職及び副主幹以上）
●研修内容　 ＰＰＰ（官民連携）の考え方や概念

を学び、民間の持つ多種多様なノウ
ハウ・技術を活用することで、今後
の行政サービスの向上や業務効率化
につなげていくための知識の習得を図った。

●５月１１日（土）午後７時３０分
 中富総合会館

●５月１８日（土）午後７時３０分
 身延地区公民館　大河内分館

●５月２５日（土）午後７時３０分
 久那土働く婦人の家

※詳しくは、回覧等でお知らせします。

保坂新一教育長 佐野貴宣教育委員

3月議会において選任・任命された方々

議 員 研 修 ほ か

笠井祥一副町長

お待ちして
います
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町長施政方針

合
併
15
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、新
た
な
出
発
、

更
な
る
飛
躍
を
目
指
す
年
で
あ
る

●
は
じ
め
に

　

今
年
は
、今
上
天
皇
が
４
月

末
退
位
さ
れ
、５
月
に
は
皇
太
子

徳
仁
親
王
殿
下
が
即
位
し
、新
た

な
時
代
の
幕
開
け
の
年
に
な
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、平
成
16
年
９

月
13
日
に
合
併
以
来
15
周
年
の

節
目
の
年
と
な
り
、い
ろ
い
ろ
な

面
に
お
い
て
、新
た
な
出
発
、更

な
る
飛
躍
を
目
指
す
年
で
あ
る
。

　

27
年
に
策
定
し
た
５
年
計
画

の「
身
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」も
31
年
度
は

最
終
年
度
と
な
り
、施
策
の
取
り

組
み
状
況
を
検
証
し
、更
な
る
取

り
組
み
へ
つ
な
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

●
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

総
額
81
億
８
８
１
０
万
円
で

対
前
年
度
比
1.5
％
減
で
主
な
事

業
は
、合
併
15
周
年
記
念
式
典
並

び
に
記
念
事
業
、総
合
戦
略
に
記

載
さ
れ
た
子
育
て
支
援
、定
住
促

進
、産
業
振
興
に
よ
る
６
次
産
業

化
、観
光
資
源
の
魅
力
ア
ッ
プ
事

業
等
を
実
施
し
て
い
く
経
費
を

計
上
し
た
。ま
た
、新
規
事
業
へ

の
着
手
と
し
て
、旧
大
河
内
小
学

校
舎
を
利
活
用
す
る
た
め
、複
合

用
途
改
修
実
施
設
計
業
務
委
託

費
及
び
温
泉
付
き
健
康
増
進
施

設
整
備
に
あ
た
り
、民
間
資
金
を

活
用
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
向
け

た
調
査
業
務
費
を
計
上
し
た
。

●
行
政
組
織
の
見
直
し

　

土
木
分
野
の
事
務
が
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
る
よ

う
に
、
建
設
課
の
公
共
土
木
担

当
と
産
業
課
の
農
林
土
木
担
当

を
建
設
課
に
集
約
す
る
。ま
た
、

教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
は
、

身
延
中
学
校
の
建
設
、
旧
大
河

内
小
学
校
の
改
修
な
ど
、
大
規

模
な
建
物
の
建
設
及
び
改
修

等
に
取
り
組
む
た
め
時
限
的
に

「
施
設
整
備
課
」
を
設
置
す
る
。

●
入
院
時
食
事
療
養
費
助
成

　

子
育
て
支
援
の
一
層
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年

４
月
か
ら
18
歳
以
下
の
お
子
さ

ん
の
入
院
時
食
事
療
養
費
を
助

成
対
象
と
す
る
。

●
下
部
温
泉
会
館
の
在
り
方

　

現
在
の
場
所
か
ら
移
転
し
、

町
民
の
健
康
と
福
祉
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
観
光
客
誘
致
に

も
つ
な
が
る
施
設
の
新
設
を
、

と
の
提
言
を
検
討
委
員
会
か
ら

い
た
だ
き
、
町
と
し
て
町
民
の

健
康
増
進
や
憩
い
の
場
所
を
提

供
で
き
る
よ
う
な
施
設
の
新
設

を
検
討
し
て
い
く
。

●
中
部
横
断
自
動
車
道

　

六
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
下
部
温
泉
早
川
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
間
の
３
月
10
日
開
通
に

先
立
ち
、３
月
３
日
に
身
延
町

主
催
の「
開
通
記
念
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、約
２
千
人
と
い
う
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

●
旧
大
河
内
小
学
校
の
改
修

　

公
共
的
な
施
設
の
集
約
の
要

望
を
受
け
、
大
河
内
分
館
、
消

防
詰
所
防
災
施
設
、
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
そ
よ
か
ぜ
ワ
ー

ク
ハ
ウ
ス
、
学
童
保
育
等
を
複

合
施
設
と
し
て
整
備
改
修
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

▽
30
年
度
補
正
予
算

▽
31
年
度
特
別
会
計
当
初
予
算

▽ 

国
民
健
康
保
険
制
度
並
び
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

▽
町
立
保
育
所
の
エ
ア
コ
ン
設
置

▽
連
携
型
中
髙
一
貫
教
育

▽ 

町
立
学
校
の
修
学
旅
行
費
へ

の
全
額
補
助

▽ 

身
延
中
学
校
新
校
舎
及
び
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

望
月
幹
也 

町
長
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教育長教育方針

明
日
の「
ふ
る
さ
と
・
み
の
ぶ
」を
担
う
人
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
す

●
は
じ
め
に

　

来
年
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
や
中
部
横
断
自
動
車
道
の

開
通
に
よ
り
、
加
速
度
的
な
人

の
移
動
が
予
想
さ
れ
、
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
能
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
度
に
小
学
校
、

２
０
２
１
年
度
に
は
中
学
校
の

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、

外
国
語
教
育
の
充
実
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
導
入
が
始
ま

り
、義
務
教
育
に
お
い
て
も
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
・
能
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、〝
明
日
の

「
ふ
る
さ
と
・
み
の
ぶ
」
を
担

う
人
づ
く
り
〟
の
実
現
を
目
指

し
、
児
童
生
徒
の
資
質
向
上
を

図
る
た
め
の
教
育
諸
施
策
を
展

開
し
て
い
く
。

●
連
携
型
中
髙
一
貫
教
育

　

中
高
６
年
間
の
一
貫
し
た
教

育
を
通
じ
、
次
代
を
担
う
人
材

育
成
を
目
標
に
、
身
延
高
校
、

身
延
中
学
校
、
南
部
中
学
校
の

３
校
に
よ
り
、
本
年
４
月
か
ら

実
施
す
る
。

●
教
職
員
等
の
配
置

　

き
め
細
か
な
教
育
の
た
め
や

学
習
体
制
の
充
実
を
目
的
に
、

•

町
単
独
教
職
員
の
配
置

•

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

•
学
校
図
書
館
司
書
の
配
置

●
学
習
指
導
要
領
改
訂
へ
の
対
応

　

小
学
校
で
は
「
道
徳
」
の
教

科
化
、３
年
生
か
ら
の
「
英
語
」

の
必
修
化
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
」
の
必
修
化
が
導
入
さ

れ
る
。
こ
の
外
国
語
活
動
を
一

年
前
倒
し
し
て
本
年
４
月
か
ら

先
行
実
施
を
し
、
外
国
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
配
置
時
間

数
の
増
加
を
行
う
。

ま
た
、県
内
で
は
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
校
内
情
報
通
信
設
備
の
更

な
る
充
実
を
図
る
た
め
、小
学

校
４
年
生
以
上
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
パ
ソ
コ
ン
の
再
配
備
を
行
う
。

●
通
学
支
援

身
延
清
稜
小
学
校
２
路
線
、
下

山
小
学
校
４
路
線
、
身
延
小
学

校
４
路
線
、
身
延
中
学
校
５
路

線
の
計
15
路
線
で
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
を
継
続
実
施
す
る
う

え
で
、
確
実
か
つ
安
全
に
通
学

す
る
た
め
に
、
交
通
変
化
を
観

察
し
、
今
後
の
通
学
支
援
の
在

り
方
を
検
討
、
協
議
を
す
る
。

●
活
動
拠
点
の
整
備

生
涯
学
習
の
推
進
を
目
的
に
、

地
区
公
民
館
、
分
館
を
活
動
拠

点
と
し
て
安
全
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
交
流
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
講

座
等
の
充
実
を
図
る
。

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

▽
町
立
学
校
施
設
整
備
計
画

▽
学
び
の
向
学
館
の
充
実

▽�

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

推
進

▽
重
大
事
態
へ
の
対
応

▽�「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
施
策

（
学
校
教
育
関
係
）

保
護
者
負
担
の
軽
減
と
し
て

•

学
校
給
食
費
の
全
額
補
助

•

入
学
支
度
金
の
交
付

•

補
助
教
材
費
へ
の
公
的
負
担

•

校
外
活
動
費
へ
の
補
助

（
生
涯
学
習
関
係
）

•

地
場
産
業
の
活
性
化
と
Ｐ
Ｒ
の

強
化

•

若
い
人
が
積
極
的
に
地
域
を
考

え
行
動
で
き
る
組
織
づ
く
り

•

郷
土
愛
を
育
む
教
育
の
充
実

▽
図
書
館
の
充
実

▽
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

▽�

文
化
芸
術
の
振
興
と
文
化
財
の

保
護

鈴
木
高
吉 

教
育
長



市町村別採用人数
市町村名 人数 備考 市町村名 人数 備考

身延町 11 甲斐市 2

富士川町 9 早川町 1

市川三郷町 4 新卒を含む 南部町 1

南アルプス市 4 中央市 1

甲府市 3 合　計 36
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問

問

問

答

答

答

現在

現在

現在

　和紙の里オープンから20年が経過した。中長期的な運営、指定管理者制度
の導入に対する考え方は （54号 平成30年3月議会）伊藤達美議員

　来年４月に操業開始予定の㈱キーテックの40人の求人と応募状況は
 （55号 平成30年6月議会）芦澤議員

　町立４保育所のエアコン設置状況と遊戯室のエアコン設置状況は
 （56号 平成30年9月議会）上田議員

町長：設置の目的をも十分勘案しつつ、これからの町の活性化にどのようにつなげ
ていくか、施設のあり方について民間活力の導入等も含めて慎重に検討していく。

企画政策課長：現時点で19人が応募しており、今後は新卒予定者、Ｕ・Ｊ・
Ｉターン希望者を対象に採用活動を行う予定。

子育て支援課長：久那土３、常葉２、静川３、原２、計10台、各保育室に設置
してある。遊戯室には各保育所とも設置してない。今後設置を検討していく。

　管理運営委員会が30年7月に新たに発足。10名の委員が任命された。美
術館の事業の変更・名称の変更、条例・規則等の改正について、これまで3回
協議され、令和元年10月ごろまでに最終報告をまとめ教育長に提出する予定。

　かねてから操業準備中であった㈱キーテックの操業開始が、令和元年5月
10日に決まりました。３月14日現在の従業員人数は下記表のとおりで身延
町からの採用は11人となりました。

平成31年度予算に計上し夏前までに設置予定

議員の質問への当局の対応、回答はどう
なっているのか！

あの
どうなった！
一 般 質 問

５月に操業予定の㈱キーテック
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★表紙について（P1）
• 境内いっぱいに、福を求める参
拝者の様子が捉えられていてよ
かった。（昨年の様子）と書かれ
ていたのでモニターの意見も反
映されてきたと感じました。
•季節感が出ても昨年の写真では
意味がない。節分写真を入れる
なら発行を２月中旬にする等の
工夫が必要です。

★組合議会報告（P17）
•鴨川市議会とともに2021年の
日蓮宗御降誕 800 年の行事に
町としても協力し合い、身延町
をアピールしていただきたい。

★質疑・討論（P15）
•どの議案の賛成意見、反対意見
に様々な思惑があるように思え
ます。議員個々の思惑に対して
の賛成、反対なのか、町・町民の
為の賛成、反対なのか質疑・討
論の根幹を問いたいと思います。
•合併特例債を利用することは良
い事である。ただ、合併特例債が
延長されたから中学校を建設す
るという論点に違和感がある。
子ども達のことを、身延町のこ
とを考えて中学校建設の問題に
答えを出していただきたい。

★一般質問（P5 〜 12）
• 社会の変化に対応するため、Ｉ
ＣＴ活用力の充実が必要になり
ます。買い物弱者の救済のため
にも、講習会開催を早期に長期
間開催して頂きたいです。他市
町村在住職員が29人いる…と
いう報告には驚きました。採用
を決める時点で問題視してこな
かった側にも責任があります。
町職ですから、身延町へ納税す
べきでしょう。検討後の結果を
町民にお知らせすべきです。

★町政全般についての意見、要望等
• 中部横断自動車道（八木沢－六郷）が開通しますが、今の時点（八木沢）で案内板、標識に外国語の表示がない。
国が観光に力を入れているのに何かちぐはぐである。（外国人が逆走したＴＶ放映あり。）
•若者が住みたいと思う町にするには、身延町全体を深く考える必要があると思います。一部だけ良くなっても
だめなんです。

★常任委員会レポート
（P13・14）

• さまざまな問題が問答形式で載って
いるので見やすい。より多くのことを
限られたスペースで分かりやすくま
とまっていると思います。
•内容がよく分からない為、掲載された
「問い」「答え」が理解できない議案が
あります。議案 69号 72号は何をど
うする議案なのか若干の補足説明が
必要です。「繰越明許費」の説明もあ
るとよいですね。

★議案に対する賛否（P16）
•このコーナーこそ本誌の真髄です。議
員たるもの自分の公約を忠実に果た
しているか、新たな課題に対し、自分
の考えをどう示しているか、それを有
権者に示し、次の選挙での支持を受け
られるかどうか。地縁血縁で票を集め
られる時代ではありません。行政の示
した事実にどういう選択を個々に行
ったか、新たな課題を行政に突きつけ
ていくかを広く有権者に示すかが議
員としての資質を示す場です。ですか
ら、他のコーナーを潰してでも議員一
人一人の賛否行動は議案概略と共に
詳細を載せて欲しいものです。今のま
までは『行政の追認組織』という謗り
は免れません。奮闘を期待します。

★町長あいさつ（P18）
• 町長あいさつは「広報みのぶ」で行う
のが筋。議会と行政癒着の疑念を持た
れる。紙面編集の再考を求む。

★町民と議員との懇談会
（P2 〜 4）

• 写真を見る限り「若者」の参加が
ほぼ無いように見える。身延町
の将来を考えるなら、この場に
は様々な年代の方が集うのが理
想では ?開催期日は休日・夜間
を設定しているが、周知方法も
考えた方がいいのではないかと
思う。（チラシを直接渡す等）
•少子高齢化、人口減少、働く場所
も無く小児科も無い。みんな心
配している事は一緒なんだと思
いました。
•ある程度本格的な懇談会を求め
られているのではないでしょう
か？「出ても何も変わらない」「議
員に何が出来る？」そういった
後ろ向きな諦観が町民間にある
限り、議員懇談会への出席者が
増えることはありません。問題を
絞り、衆知を募る姿勢を示すこ
と。それが票を託した住民の願
いだったはずです。【形だけの議
会】と見られない為には、存在意
義を示すことです。何が自分た
ちに出来るのか、出来ないのか、
考えて欲しいです。チャレンジし
て下さい。まだ期待してます。

★おじゃまします（P20）
• こういう会は、女性が多いのが
普通ですが、男性の方が多いと
言う事は、運営上大きな事業も
できるのではないでしょうか。

★モニター通信（P19）
•「糠に釘」との表現が№５６号の
モニター通信欄に書かれていまし
た。同感です。少しでもお役に立
てれば…との思いで宿題をお届け
しておりますが、声の受け取られ
方が見えません。年に４回の発行
ですから、年度の終わりにはモニ
ターと編集委員が顔合わせをし、
「通信」についての感想を伝えて頂
けると、次年度への張り合いが出
るのではないでしょうか。

（議会だより№57の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。
貴重なご意見等を参考に、町民の
皆様の「心に伝わる」議会だよりを

目指します。

モニター通信



　クラブの名前は、オランダの歴史学者ホイジンガの用語で、遊戯が
人間活動の本質であり、文化を生み出す根源だとする人間観（ラテン
語のホモ ルーデンス）から名付けられました。
　2009年から始まり、旧下山小学校体育館において町内外から小
学校3年生から高校2年生まで25人くらいが練習に励んでいる器
械体操のスポーツクラブです。
　今までにインターハイ・国体・関東中学生大会などに出場し、好
成績を収めた選手もいます。
　興味のある方は1日体験もありますので下記までご連絡ください。

練習日　平　日：17時30分〜 21時00分
　　　　土曜日：10時00分〜 17時00分
　　　　日曜日：12時00分〜 16時00分
　　　　月曜日：休み

議会だより�みのぶ�№ 58 URL:http//www.town.minobu.lg.jp/� FAX�0556-42-2127
〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350� TEL�0556-42-2111（代表）　◇発行責任者：議長　柿島良行

「ルーデンススポーツクラブ」
オリンピック選手を目指して

元気いっぱいのメンバー

編集後記
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お問い合わせ

NPO法人：ルーデンススポーツクラブ
理  事  長：藤本　俊
事  務  所：中央市臼井阿原 1740
　　　　　　　　　　田富市民会館内
TEL/FAX：055-274-7725


